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　目的　本研包の目的＼-f. 戦倹の衣計の初|o} |Cついて各禰回の奮勧及び項回闇の関係を時

系列をおいて裕令ヽ的にどらt.5,z いこある。笏2報マ七消雲支出のIS 手分析乞iSし｀'マy群口

釦～55a-の家計消費む央定づけるヵヽくれね黎IS を方く゛ろとともIt. 零ISにS ^ 名璋回の位

－づけについて検討を行。た。本報て卜^対象恥7こをe豺口2? ～;9年に拡大レ、前tsブ'う融し期

じ¥･｣断しμ昭和ぐ7耳以躊の勧きの解明乞含めてざらに長期に幻Xてろ家佃n肇の勧tsit 紐潅

の勧さ･とかヵヽわらせマじらt るt｡とも{'. 各期の;S費の内部楕濫を明ら力ヽロしcFうじしてて。

　16 法　総務所載tﾔ調奮啄報及び‘isi佃告の全i2 勧碧着世胎I 力月闇の収入と｡支出を碁本に

のみ年の消貴支出2今ii目(第z籾い司じりを変量. / n～ﾉ2 月の数値をダーツしして32斧

闇の一t レむ:賃料乞作成し.T々。②名､隼について因子分析･£行い、バ冶マ。nス回転£喫施

しβ。ここで抽出:? れT'IS ぞに姜いて鰯持衣fi'^彙の勧向を期9･ほ分し、豪気循if どの比
較考縦を行っr-z.②各因子＼z s=■,て砧びっけられた頂目のn"ルーピンブを纏認■ﾈ甫正tる

ために、各年について群肉平均法に荼くワラス9 -分折乞袈方包しり。

　締果　因子分析鮪果に基く齢倚家計消蕭動向の期別区分吋、日本経法の景気侑if ( 窮2

怖檀～第9 纏環) にほぼ肩応ヽい一倣晋出才遥行的に変化･£ rr､していうこしが糎解でiK戮･

特iて豪気勧向指軟び不り七の反転各く､り汲す長期的に不や忿r^第') 解賢i；おい-rは、家計消

菅もいｆいずその構ま^変化？せ、W数の期の豹宸玄み山子卜、相出徊チにぷりわ戻ざ

れた費@ n")し一-/のI?とんk.'I才ワラス-?一分析にfぺて纏認寸ろことが司能で面し) . これ
らに甚ﾐき。各期の家計-:%'$の内部才肴i^の特徴ロついマ巳ら沁うこと｡ダマ冷U ．

E 6 国民健康保険における平均的世帯t担牟地域・)全固分布

　　　　　　　　　　お慕り《オ大数靫　横田　明子

　目的ﾗ^igはこ吋い刹祀に飢ヽて、国践健康夜険加入世尊の£鼻骨･丿けゐ世岑及

μ漸・､金国分布を示レ、い中でも特に、世粋負健率が極岫に低いいi 卜は^i噺啼いゆ

町粕こっい･丈り雇醤徊t^脊細μか游t ^寄ぷtこいヽう綴ゐ乞導入バ行らぺきr-.

今6]は、序絢的行世帯見渡キwっ布町坤－-? い^、り奏国々原を晨望し、しれをふ県

ごいこ茸ま、t．直レリ・殉的-stiff､西漸<l-i示1"今町測'月竹私'S-朗り串しひい。% 卜、崎
に希殉的世々久菰和直乞示t守町村り夕い光武μフペ、ん・･^パさμろ犀駒鮮明i

行U) こ^も@i.皆すゐ。

^斌｛糾は息みμ守町村釘保脚れｰして/S-t池に遠出しT-~ ゛国民健康保険季t状是
監書m吽報ん･､暗和瓦耳泉歴おf -&｀ぱ駈^μﾄﾌﾟL/pヽt,用い比和紐打苓、せ滞U担今に瓶奄書i吽報ん、暗和瓦耳泉歴おf ぶ｀ぱ駈り年県｀t,用い比和紐打苓・^苛U担今は
こμすでk 同禄､ム
唆一郵1L菰釦か計簸り剥島いぺ算出､レ、M !-/ごべ糾守町村乞加疎県年位で某計
^^．んしマ、ふ瀞^力県ヽ蚕｛れゐ恚今町村句こ且朽? ご政い今町村かヽ^オウジ
ベイフ唄に零レ、跨に両吟り払ヽ地^ にフいマ、え、群細μ卑痢か荷を巾げ．

　結旱平殉的せ帯t担キ値:%.娘イ寺町片丿外ヽ^隨蔚県におヽては、豪に大隊差iあヽよ

公吋郵化-i り£リ状｀f.辱ぞあゐ．^靴そ・沸^について、いくつヵヽ･り興味塚い特質が碍
らii.tこ．


